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本研究の背景としては，連続協力ゲームに慣性を導入するための進化的アプローチが

ある．連続協力ゲームには，時系列による協力ゲームにおけるルールの集合の追加や削

除といった変化と参加エージェントの増減のような協力ゲームの環境の変化と，提携構

造の変化に対する慣性が導入されている．先行研究で試作した連続協力ゲームシミュレ

ーション機構は，提携形成部が全体の利得を最大化することを目的に実装されており，

各エージェントの提携形成戦略をシミュレートできるようにすることで，異なる戦略を

持ったプレイヤーが一つの連続協力ゲームの環境にいる場合の提携形成過程を観察でき

る．本研究では，シミュレータにマルチエージェント学習を導入することにより，提携

形成戦略を導入した場合の連続協力ゲームのシミュレーションについて述べる． 
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